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はじめに
　チャールズ・バベッジ（Charles Babbage 
以下、バベッジと省略する）について以前に
書いた拙稿では、バベッジが激しい価格競争
を認識しつつ、その中で勝ち残れるような経
営組織や労務管理を提示していたことを明ら
かにした。また、バベッジの経営学史上の評
価として、しばしば指摘される、「科学的管理
の創始者」１という彼の評価が念頭にあったた
め、F.W.テイラー（Frederick W. Taylor）との
関連性がかなり意識されている２。
　バベッジとテイラーとの理論的継承や類似
性についても議論の余地が残っているが３、
バベッジだけに着目すれば、彼の経営上の主
要な関心は、価格もしくは費用の低下、つま
り市場において低価格優位に立つことが、企
業の存続や成長のために不可欠であると考え
たこと、また、そのためには、どのような企
業経営を行えばよいのかにあった。
　しかし、本来、競争的市場と独占的市場と
いった市場の違いに応じて、企業にとっての
価格の持つ意味も違うはずである。また、価
格または費用の内容そのものを問わなければ、
価格低下の持つ意味も明らかにならないであ
ろう。したがって、バベッジにおける価格低
下もしくは価格競争の持つ意味をより明らか
にするためには、バベッジの価格と市場の理
解の仕方を詳細に検討することが不可欠に
なってくる。そこで、本稿は、バベッジの『機
械と製造業に関する経済』（The Economy of 
Machinery and Manufactures）に主に依拠
しつつも、必要に応じて、『１８５１年の万国博覧
会』（The Exposition of 1851）と『ある知者
の生涯』（Passages from the Life of a Philoso-
pher）を参照しながら、バベッジの価格と市
場について明らかにするものである。
１、価格と費用
　『機械と製造業に関する経済』の第１５章「検
証が価格に与える影響について」は、以下の
引用文で始まる。
「ある一定期間の商品の貨幣価格は、供給
と需要の割合に依存する、と一般的に説明
されている。長期間の同一商品の平均的な
価格（average price）は、最終的には、資
本の通常の利潤で、それを生産したり販売
したりする力（power）に依存する、と言
われている。しかし、これらの諸原理は一
般的な意味としては正しいのだが、それ以
外の影響力により、しばしば修正されるの
で、その攪乱力を少し吟味することが不可
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欠になってくる。」４
　この引用文からすぐにわかることは、短期
（ある一定期間）と長期という時間の区分があ
ることである。時間区分の基準については言
及されていないが、短期については、価格は
需要と供給の割合で決まり、長期については、
商品の平均的な価格は資本の通常の利潤で生
産したり販売したりする力に依存する、とバ
ベッジは述べている。しかし、この価格理論
は、「一般的な意味」としては正しいとしてい
る。この引用文は、『機械と製造業に関する
経済』の第１８１節にあたり、バベッジはその節
のタイトルを「一般的諸原理（general princi-
ples）の修正」としていることから、これら
の価格決定の仕組みは、「一般的諸原理」にあ
たるものと考えられる。バベッジは、第１５章
で短期の価格について、続く第１６章で長期の
価格について吟味しているので、まずは短期
の価格について説明することにする。
　第１５章は、上述の引用文（第１８１節）で、一
般的諸原理について簡単に言及し、それ以後
は、その修正の説明に、ほとんどあてられて
いる。
　バベッジは、需要と供給の関係による価格
決定に対する修正要因として、検証の費用
（cost of verification）を示している。
「購買者にとってのあらゆる商品の費用に
は、供給の需要に対する割合以外の別の要
素が含まれるということが述べられなけれ
ばならない。…中略…。購買者にとっての
費用は、彼がその商品に対して支払う価格
であり、その価格には、彼が契約をしてい
る品質水準をそれが持っているという事実
を検証する費用が含まれる。ある場合、商
品の品質の良さは、調べるだけで明らかに
なる。そして、こういう場合、店の間で大
きな価格の違いはない。たとえば、角砂糖
の品質の良さは一見するだけで、ほとんど
認識できる。その結果、その価格は均一に
なり、かつ、それに対する利潤も小額で、
いかなる食料雑貨商も、それを売ることに
対して全く不安を感じない。しかるに一方、
茶は判断が難しく、肥えた目を持つ熟練者
でさえも騙すような混合によって品質を落
とすことができるので、様々な価格が存在
し、しかも、食料雑貨商が彼の顧客に対し
て販売することに、とても不安を感じる商
品である。」５
　販売者たちは、粗悪品を販売したり、不純
物を混入させて重量を増したりするかもしれ
ない。市場での取引には、こうした一種の詐
欺行為が付きまとう。購買者自らが、商品の
品質を見極めることができず、かつ粗悪品を
購入する危険を回避したければ、商品の品質
を判断できる人に判断を依頼し、その労働に
対する対価を支払うか、それとも、粗悪品を
売る危険のない正直な販売者に高い価格を支
払って、彼から購入するかをしなければなら
ない。この価格の上乗せ部分が、購買者に
とっての検証の費用である。品質が誰にでも
容易に確かめられる商品の場合には、検証の
費用を負担する必要がないために小売価格は
相違しないが、品質の検証が難しい商品の場
合には、同じ品質の商品であっても、信頼で
きない店よりも信頼できる店の小売価格が高
くなり、商品に様々な価格が存在することに
なる６。畑のように品質の検証が難しい場合
には、畑自体の価格よりも検証の費用の方が
高くなることもありうる７。
　この検証の費用は、市場での取引に費用が
伴うことを意味しているから、事実上の取引
費用（transaction cost）のことである８。取引
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費用に関連するものとしては、特定の地域で
採取される資源の調査、外国人の嗜好や習慣
の調査、さらに、工場の機械の数や賃金率等
の工場内部の調査といった情報収集の費用９
や、商品に価格が付いていないことが価格増
加の原因になるといったことも検討されてい
る１０。
　検証の費用が費用の一部であれば、検証の
費用を節約することができれば、当然、その
商品の価格は低下することになる。検証の費
用を節約する方法としては、労働者が行う仕
事と名前を結びつけることなどが提示されて
いる１１。『１８５１年の万国博覧会』では、博覧会
に伴う利点の一つが、「商品の特性を評価す
る方法を消費者に教えること」１２であって、消
費者の商品を判断する目を育てることである
としている。商品の品質を識別する消費者の
能力が高くなれば、検証の費用は節約できる。
また、検証の費用が巨額になる場合には、市
場から購入するよりも自らその商品を生産し
た方が、安くなる場合もある１３。
　次に、長期の価格決定についてである。第
１６章「耐久性が価格に与える影響について」は、
このように書き出されている。
「我々は、今、価格の一時的な金額と呼ば
れているものを修正する諸事情を考察した
ので、次に、その永続的な平均値（its per-
manent average）に影響を与えると思われ
る原理を考察しなければならない。あらゆ
る商品の耐久性は、その費用に永続的に影
響する。あらゆる商品の一時的な価格と呼
ばれるであろうものは、供給と需要の割合
と検証の費用に依存することを我々はすで
に論じた。長期間の平均的な価格（aver-
age price）は、平均的な供給と需要に依存
するのと同様に、それを作って市場に持っ
ていくのに必要とされる労働に依存するだ
ろう。しかし、それ（長期間の平均的な価
格のこと―引用者）は、製造された商品の
耐久性によっても影響されるだろう。」１４
　短期の場合と違い、長期の場合には、「永続
的な平均値」、または「長期間の平均的な価
格」が求められており、それは平均的な供給
と需要との関係で決まるか、商品が作られて
市場に至るまでに必要とされた労働に依存す
るとされている。しかし、バベッジは、この
長期の価格決定の仕組みの説明は程々にして、
この第１６章も、その後は、この原理を修正す
る要素である商品の耐久性に関する説明に充
てられている。商品の耐久性とは、消費によ
り商品が使い尽くされる程度のことであり、
簡潔に言えば、商品の寿命のことである。商
品の耐久性は、商品により異なる。１回の使
用により、完全に費消されてしまう商品（た
とえば、マッチ、食料品、タバコ）もあれば、
完全に耐久的な商品（たとえば、うまくカッ
トされたダイヤモンドで、古いダイヤモンド
は新しいダイヤモンドと同じ秤で重さが量ら
れ、１カラットあたり同じ価格で売買され
る）もある。しかし、「大多数の商品は、その
性質上、これら両極の間にあり、したがって、
それぞれの耐久期間は、とても様々である。」１５ 
この商品の耐久性を考慮すると、長期の価格
は、どのような修正を受けるのか。
　１回の使用により、完全に費消される商品
の場合、すぐに新たな消費を生み出すために、
「商品の平均的な価格は、それらを市場にも
たらす労働の価格未満には決してなり得な
い。」１６ 労働の価格未満になったとしても、そ
のときには、すぐに生産が行われなくなるの
で、それは短期間で終わる。しかし、全く費
消しない商品の場合には、長期間にわたって
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新たな消費が発生しないことが考えられる。
したがって、長期にわたって、「それを生産す
るのに費やされた労働の費用未満になり続
け」１７、その期間は、生産が行われない。しか
し、バベッジは、全く費消しない場合でも、
平均的な価格に戻るまでの時間は長くなるが、
結局は需要と供給の関係で、長期の平均的な
価格に調整されるとしている。平均的な価格
を下回った商品の価格が増加するためには、
消費の増加が必要になるが、全く費消しない
商品であっても、消費の増加は可能であると
見なされている。価格が低下すれば、以前の
高い価格では購入できなかった人々でも、そ
の商品の購入が可能になるからである。バ
ベッジは、その他にも、流行の変化による買
い替えと新たな使用方法が見つかった場合の
需要の増加を指摘している。前者の場合、流
行を外れた商品は、低い所得階層に低い価格
で転売されて、新しい商品は、古い商品を手
放した人々が購入する。むろん、完全に費消
しない商品の場合、それでも需要の増加が全
く発生しなかったときには、商品の価格は平
均的な価格にまで増加することがなく、その
商品を生産する全ての生産者が、市場から撤
退せざるを得なくなる１８。
　次に、費用に関する理解を深化させるため
に、費用の要素の検討に移る。第１８章「原材
料について」の最初の段落に、以下の言及が
ある。
「あらゆる商品の費用は、究極的に分析す
れば、それによって作り出されたところの
労働量にまとめられよう。しかし、ほとん
どの物質のとある製造状態において、それ
らは原材料という呼び方で呼ばれているの
が一般的である。こうして、鉄は鉱石から
精錬され鍛えられたとき、多くの有用な目
的に使用するのに適する状態になり、ほと
んどの我々の道具が、そこから作り出され
るところの原材料となる。それを製造する
この状態のときに、ごくわずかの労働量が、
その物質に費やされた。したがって、この
用語の意味における原材料と労働が、多く
のアートの生産物の価値を構成するために
結合している様々な比率を明らかにするこ
とは、興味ある話題となる。」１９
　この引用文から、商品の費用は、究極的に
は労働量にまとめられるが、一般的には原材
料の費用と労働の費用を加えたものになる、
とバベッジがとらえていたことがわかる。ま
た、商品により、それらの構成比率が違うこ
とも主張されている。たとえば、重量は少な
いが手の込んだ金の首飾りと重量は多いが手
の込んでいない金の首飾りとが同じ価格であ
る場合が、事例として示されている。この場
合、前者は、労働の比率は高いが原材料の比
率が低くなっており、後者は、その逆である。
費用が労働と原材料から構成されるとすれば、
労働時間を短縮させる生産方法の発明と改良
や労働者の最適な配置は、労働の費用を低下
させるし、原材料を節約させる生産方法の導
入や安価な原材料への切り替えも、費用を低
下させることになる。バベッジが費用の低下
に際して、労働と原材料の費用の低下に大き
な注意を払っていたことは、確かである。
　しかしながら、実際の費用を原材料の費用
と労働の費用の和としてとらえることは、あ
まりに理念的・抽象的であって、実際に、製
造業者たちが費用をそのように単純化して認
識していたかは疑問である。今までの議論の
中でも、検証の費用や取引費用に関連する費
用が取り上げられていることを確認した。
『機械と製造業に関する経済』では、原材料の
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費用、労働の費用、検証の費用、さらに、取
引費用に関連する費用以外の費用要素も、断
片的ではあるが、言及されている。
　第一に、「これら（調査のこと―引用者）は、
主に、道具と機械と原材料の費用、さらに、
生産に必要な全ての出費に関連する」２０ 、と
バベッジが述べていることから、機械と道具
の費用がある。大量に生産することが必要に
なればなるほど、高価な機械を採用すること
が費用上有利になる。たとえば、数枚の複写
をするときには、ペンを使って人間が写すこ
とがもっとも安上がりであるが、数百枚の複
写が必要なときにはリトグラフが、さらに、
何万枚もの複写が必要なときには印刷機が、
もっとも安上がりとなる。機械は精巧になれ
ばなるほど、その製作に見込まれる費用の計
算が難しくなるが、複製すれば、製作費用は
オリジナルのものよりも大幅に低下する２１。
機械を設置すれば、その修理や維持に伴う費
用も必要になる。
　第二に、輸送費である。安い輸送方法が導
入される前の社会では、輸送費の節約のため
に、原材料の産出場所の近くに工場が設置さ
れた。また、多くの作業工程が同一の工場で
行われれば、それらが離れた工場で行われる
場合よりも、輸送費の節約ができる。これが、
大規模生産のメリットの一つである。
　第三に、リスクに対する保険の価格である。
たとえば、鉄鉱山、溶鉱炉、さらに、炭鉱が
共に営まれる会社があり、その会社で炭鉱の
坑夫たちが団結してストライキをした場合、
地上に石炭のストックがなければ、溶鉱炉は
止められるし、鉄鉱石の採鉱夫たちの作業も
止められるだろう。そこで、その会社の所有
者たちは、労働者の団結が発生しないことが
確かであるときよりも、多くの原材料のス
トックを保有することが必要になる。これが、
「労働者たちの団結のリスクに対する保険の
価格（price of an insurance）」２２ であって、その
価格分だけ、その商品の価格は増加する。リ
スクについては、労働者たちの団結のリスク
だけでなく、商品が売れ残るリスク２３、密輸の
リスク２４、火事に対する保険２５、さらに、掛売
りに伴う損失のリスク２６ 、についても言及し
ていることから、企業活動に伴うリスク全般
を意味していると理解した方がよいだろう。
　第四に、製造業者などが支払う税金がある。
バベッジは、本の印刷に必要な費用を見積も
る上で、紙の物品税を考慮している。紙にか
かる物品税は、紙１連あたり７シリングであ
る。１冊の本を作るのに６３連の紙が必要にな
るとすれば、その紙の費用７７ポンド３シリン
グ６ペンスに加え、２２ポンド１シリング（７
シリング×６３連＝２２ポンド１シリング）の紙
に対する物品税が必要になる。したがって、
紙の総費用は、紙の費用と物品税を加えた９９
ポンド４シリング６ペンスとなる。
　第五に、新しい製品を発明したり完成させ
たりする上で必要な、また、商品を完全な状
態へとするのに必要な実験を行う費用がある。
こうした実験には失敗がつきものなので、損
失の危険がいつも伴う。したがって、大きな
資本を所有する者でなければ、大規模な実験
を行うことはできない。
　これら費用の諸要素については、各々の要
素が明確に定義・分類されているわけではな
く、また、いずれかの章を使って、詳細に論
じられているわけでもない。どちらかと言え
ば、漠然と網羅的に費用の要素が認識されて
いる２７。しかしながら、これら多くの費用要
素が考慮されながら、総費用が検討されてい
ると考えた方がよい。
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　バベッジは、これらの費用要素を念頭に入
れつつ、それぞれの費用要素を低下させるこ
とにより、総費用の低下を実現しようと考え
ていた。たとえば、『機械と製造業に関する
経済』の第１９章「分業について」では、労働
の費用、原材料の費用、そして、道具と機械
の費用、がコストの低下要因として検討され
ているし、第２２章「大規模工場の諸原因と諸
帰結」では、労働の費用、輸送費、機械と道
具の費用、リスクに対する保険、原材料費、
検証の費用、さらに、情報収集の費用、が検
討されている。
　費用の低下は、市場に対して、どのような
影響を与えるのか。『１８５１年の万国博覧会』で、
以下のように、簡潔に説明されている。
「彼は、通常よりも、大きな利潤を得るだ
ろう。
　彼は、次に、より多くの顧客を得るため
に、彼の価格を引き下げるだろう。
　そのとき、職業上の彼のライバルたちは、
彼の顧客を取り戻すために、彼よりも安く
売ることが必要であることを知るだろう。
　この競争が続く限り、商品の価格は低下
し、当分の間、価格低下を抑止する、もっ
と多くの消費が発生したり、新しい購買者
が生じたりするだろう。
　最終的に、職業上の彼のライバルたちは、
彼らの資本を他の職業分野へ移すか、改良
されたプロセスを採用する。」2８
　費用の低下に成功した企業は、当初、通常
の価格で販売することにより、通常よりも大
きな利潤を獲得できるが、それは短期間で
あって、その後は、他企業の価格低下のため
の努力により競争にさらされる。バベッジは、
激しい価格競争が存在し、絶え間のない費用
の削減が企業に求められる社会を念頭に置い
ていた。
２、供給過剰
　生産過剰（over-manufacturing）、または、
供給過剰（over supply or glut）は、「競争の
自然的で、ほとんど不可避的な帰結の一つ」
２９ で、周期的に発生する。バベッジは、この
供給過剰の影響を、数多くの小規模の資本家
たちが彼の家族や少数の熟練労働者の助けを
借りて多様な商品を生産している場合と大規
模に生産している大企業が生産している場合
に分けて論じている。
　数多くの小規模の資本家たちが生産してい
る場合には、「さもなければ、賃金の変動が達
したであろう大きさをある程度減少させる、
不思議な相殺システム（a curious system of 
compensation）が発生してきた。」３０ 中間商人
たちや仲買人たちなどが、価格の低い時期に
商品を買って、それを価格の高い時期に販売
することによって利益を獲得しようとして、
供給過剰の時期に安い商品を購入しようとす
る。このため、彼らは、市場価格を均等化さ
せる、「はずみ車（flywheel）」３１ のような機能を
果たしている。これが、「不思議な相殺シス
テム」である。
　一方、大企業が生産している場合、供給過
剰が価格を低下させるとき、①労働者に支払
われる賃金だけが減少する、②賃金とともに
労働時間が減少する、のどちらかが発生する。
大企業が生産している場合には、仲買人や中
間商人たちが、価格均等化の「はずみ車」と
して機能すると考えられていない３２。①の場
合には、今までと同じ生産量が保持されるが、
②の場合には、労働時間が減少するために供
給、量が低下する。雇主と労働者の双方に
とって望ましいのは、②の場合であって、余
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分なストックが取り除かれるとすぐに、価格
は元の水準に戻る。しかし、労働者側には、
大多数の人々とともに行動したがらない人々
がいるために、また、雇主側は、他の雇主よ
りも多くの労働時間を獲得できれば、安く商
品を生産することができるために、労使共に、
労働時間の低下を実現することは難しい３３ 。
　ところで、バベッジは、大規模生産してい
る企業の場合、商品の価格低下を、革新を引
き起こす契機ととらえているようである。
「製造業者が価格低下からこうむる利潤の
低下により、彼の創意工夫（ingenuity）が、
ますます刺激されるであろうことも確かで
ある。また、彼は、彼の使用する原材料に
ついて、他のもっと安い供給先を見つける
ことに専念したり、それをもっと安く製造
するであろう機械の改良を考案することに
努めたり、その節約をもっと完全にするで
あろうような新しい配置を彼の工場に導入
しようと努めたりするであろう。これらの
やり方のうちのどれかか、それらの複合効
果により、彼が成功した場合には、とても
よい商品（real and substantial good）が製
造されるだろう。公衆の大部分が、その商
品を使用することから利益を得るだろうし、
しかも、彼らは、それをより低い価格で獲
得するだろう。また、製造業者は、各作業
過程から得られる利潤は減少するが、彼の
工場が大規模生産することにより発生する、
利潤がより頻繁にもたらされることにより、
年末に、彼の実際の利益が以前とほとんど
同じであることを知るであろう。一方、労
働者の賃金は元の水準に戻り、製造業者た
ちと労働者たちは、もっと多くの顧客に依
存することから、需要量があまり変動しな
くなることを知るだろう。」３４
　価格低下に直面して、企業が安価な生産方
法を発見したり発明したりすれば、消費者は
価格低下という利益を、雇主と労働者は、利
潤と賃金は以前と同じままで、需要量の変動
が小さくなるという利益を得るので、価格が
元の水準に戻るよりも有益である。
　もしも、供給過剰が発生しているときに、
より安価な生産方法が発明されずに、その後
も引き続き供給量が需要量を上回れば、それ
は、その職業に投下されている資本量が多す
ぎることを意味しているから、その後の利潤
率の低下とともに、製造業者のうちの何人か
は、その市場から離れていく。しかし、市場
からの撤退に際しては、利潤率の均等化以外
の事情も考慮されている。つまり、職業部門
間の平均利潤率より低い利潤率であっても、
資本を移動させない事情がある場合である。
『機械と製造業に関する経済』では、二つの事
例が示されている。
　第一に、多くの資本を所有する企業が、「よ
り小規模な資本家たちを市場から追い払い、
その後、高い価格を付けることにより、その
損失を取り戻すという目的から、損をしてさ
え、競争をもっと長く続ける」３５ 場合である。
　第二に、資本の移動は、投下資本の引き上
げによって得られる金額に影響される。Aさ
んとBさんが、共に１０,０００ポンドを投資した
とする。Aさんは蒸気機関と鉄の管を使った
水の供給に、また、Bさんはボビ・ネットに、
投資したとする。投下資本を引き上げた場合、
Aさんの地中に埋められた鉄の管は、回収に
費用がかかるのに加え、回収しても腐敗が激
しいために、金属としての価値は大きく低下
する。そのため、投下資本を引き上げて、そ
れらを販売して得られる価格は、４,０００ポン
ドであるとする。一方、Bさんが、投下資本
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を引き上げて、それらを販売して得ることが
できる価格は、７,０００ポンドであるとする。ま
た、それぞれの事業の１年間の利潤率は、
２０％だったとする。この場合、水道事業の利
潤率が２０％から低下した場合、水道事業から
ボビ・ネットへの資本移動は、水道事業の利
潤率が８％未満になるまで発生しない。なぜ
ならば、水道事業に従事する者は、１０,０００ポ
ンドの投下資本を販売して得られた４,０００ポ
ンドをボビ・ネットに投資した場合、８００ポン
ドの利潤しか得られない。この８００ポンドは、
水道事業で、８％の利潤率のときに得られる
利潤に等しいからである。したがって、ボ
ビ・ネットの利潤率が２０％の場合、水道事業
の利潤率が８％未満に低下しない限り、水道
事業からボビ・ネットへの資本移動は起こら
ない３６。
３、独　　占
　価格が、需要と供給との関係で決まらない
場合がある。バベッジは、こう言っている。
「いつの時点においても、価格が需要と供
給との関係に依存するという原理は、全て
の供給が、とても数多くの小規模な所有者
たちによって行われ、さらに、その需要が、
それぞれがごくわずかの量だけを必要とし
ている別の人々の欲求から生じているとき
だけ、完全に正しい。」３７
　市場に存在する売り手も買い手も、共に、
小規模で多数の場合にのみ、需給法則は適用
可能である。したがって、売り手側の数が制
限されている場合には、需給関係によって価
格は決定されない。この場合が、独占である。
　独占については、三つの形態が提示されて
いる。第一に、「供給、つまり、現在所有され
ているストックが、完全に１人の人間に所有
されている場合」３８、つまり、完全供給独占の
場合である３９。この場合、供給者は、「それを
販売することにより、最大の貨幣額（greatest 
quantity of money）を生み出すであろうよう
な価格を、それに付けるように努める。」４０ こ
の「最大の貨幣額」が、利潤の最大化なのか、
それとも売上高の最大化なのか、もしくは、
それらとは違うことを意味しているのか、こ
の引用文だけでは明らかにならないが、
『１８５１年の万国博覧会』で、生産者たちの生産
目的は、「個々の商品の利潤に販売された商
品の数を乗じたものが、できるだけ最大にな
るようにすること」４１ 、と述べていることから、
利潤の極大化をねらった価格と考えてよいの
かもしれない４２。
　第二に、必要な資本が巨額であるために、
競争が制限されて、最終的に独占へと至る場
合である。バベッジがこの部類の独占に入れ
ている業種は、水道、ガス、港湾、運河、さ
らに、鉄道であって、自然的独占であること
がわかる。この自然的独占の場合、「公衆が
不満を述べる点（growling point）以上に代金
を請求しない」４３ という独占者たち（monopo-
lists）の裁量によって、価格が決められる。自
然的独占の問題点は、価格の高さだけでない。
水道会社やガス会社が団結して供給地域を分
割したときに、自らの供給地域以外の管を撤
去したが、それが道路の状態を非常に悪化さ
せた。自然的独占による弊害を防ぐためには、
法律により、利潤率を一定程度に制限するこ
と、会計を毎年公開すること、さらに、公衆
の中から監査役を選出すること、が有用だと
されている。
　第三に、供給者側が、高い価格を設定する
ために団結する場合である。『機械と製造業
に関する経済』では、炭鉱所有者や本屋が団
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結して高い価格を設定した場合などが事例と
して示されている。寡占状態を想像すればよ
いのだろうが、団結に参加する企業数は、ロ
ンドンの本屋の団結の場合、２,４００社とされて
いる。したがって、団結に参加する数そのも
のよりは、競争が制限できるという意味の方
が重要であろう４４。これらの場合、供給者側
の団結は競争を制限するために行われている
のだから、競争的市場で決まるときよりも、
価格は高くなる。また、資本に対する利潤率
も高くなるとされており、これは、彼が、『機
械と製造業に関する経済』の中で激しく批判
している、本屋の団結の中で例示されている。
そこでは、６シリングの販売価格の本から本
屋が受け取る利潤率は、予約購買の場合（仕
入れ価格は４シリング２ペンス）で４４％、予
約購買でない場合（仕入れ価格は４シリング
６ペンス）で３３％、とされている。彼らの仕
事内容から判断すれば、これらの利潤率は非
常に高い。
　しかしながら、バベッジは、『ある知者の生
涯』の中で、一見すると、今までの議論と矛
盾すると思えるようなことを述べている。
「極めて絶対的な独占（most absolute mo-
nopoly）の状況下においてさえ、もしも、
彼（独占者のこと―引用者）が彼自身の利
益を知り、かつ、それを得ようとすれば、
彼はとても自由な競争（freest competition）
が生み出すであろう価格と全く同じ価格で、
彼が生産した商品を売るだろう。」４５
　『ある知者の生涯』では、独占の場合におい
ても、競争的市場と同じ価格になると述べて
いることがわかる。独占に対するバベッジの
見解に、変化があったのか。ひとまず、バ
ベッジの主張を見てみよう。
　上述の『ある知者の生涯』での引用文は、
ストックが完全に一人の人間に所有されてい
る場合の価格についての説明である。この場
合、『機械と製造業に関する経済』の中では、
独占者は、商品を販売することにより、最大
の貨幣額を生み出すような価格を付けると言
及されていたことについては、すでに指摘し
た。バベッジは、その直後に、こう述べてい
るのである。
「しかし、彼は、彼が販売しようとする価
格を見積もるときに、価格の増加が消費を
減少させるであろうという知識と新しい供
給がどこか他の方面から市場へ到着する前
に彼の利潤を実現したい、という欲求によ
り導かれるだろう。」４６
　この引用文から、独占に関するバベッジの
二つの見解が読み取れると思う。第一に、独
占的状況は、永続的でなく、一時的であると
いうことである。独占により、その商品の価
格が増加すれば、他企業がその市場に参入し
てくる、とバベッジは考えている。実際に、
上述した水道やガス会社が、供給地域を分割
して独占状態になった事例においては、価格
の増加により、新しい会社が水道事業を始め
るとされているし４７、本屋が団結して高い利
潤率を保持した場合も、この過度に高い利潤
率が、多くの資本出資を本の販売に引き寄せ
たとなっている４８。また、『１８５１年の万国博覧
会』では、「科学の現状においては、いかなる
独占も永続的なはずがない」４９ と明確に述べ
られている。つまり、独占の場合でも、高い
利潤率は、その市場への他企業の参入を許す
とされており、独占的な状態は一時的だと考
えられている。だから、独占者は、「新しい供
給が他の方面から市場へ到着する前に彼の利
潤を実現したい、という欲求により導かれ
る」のである。
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　第二に、独占価格についてだけ当てはまる
のではないが、価格の増加は消費を減少させ
る傾向をもつということである。むろん、代
替品の存在や需要の価格弾力性の相違により
需要の変化も違うから５０、価格の変化がどの
程度消費を増減させるのかについて調査する
必要がある。しかし、価格の増加が消費を減
少させることは、一般的に言って正しい。し
たがって、「彼ら（生産者たちのこと―引用
者）は、それを最も高い価格で売ることによ
り何の利益も得ない。なぜならば、高い価格
は販売の大きさを制限するからである。」５１ 生
産者の目的は利潤の極大化であって、あまり
に高い価格は販売量を大きく減少させるため
に、その目的達成の妨げになる。むろん、そ
の結果、独占価格が競争市場における価格と
一致するとは言えないが、少なくとも高い価
格が消費を減らすという感覚が独占者にもあ
るので、その感覚が価格を低下させる作用を
持つとは言える。
　以上の議論から、バベッジが、企業の独占
的地位は永久的なものではなく、一時的なも
のと考えたこと、また、独占的な企業といえ
ども、価格の増加は消費を減らすという意識
が作用していると考えたこと、がわかった。
先に述べた、『ある知者の生涯』での、極めて
絶対的な独占下においても、競争的市場と全
く同じ価格で商品を販売するという言及が、
独占的な地位は一時的であって、新たな企業
が参入してきた後は競争にさらされるので、
競争的市場と全く同じ価格になるという意味
であれば、『機械と製造業に関する経済』と
『ある知者の生涯』の記述内容に変化はない。
しかし、『ある知者の生涯』での意味が、一時
的な独占を認めないというのであれば、記述
内容に変化が見られることになる。いずれに
せよ、『ある知者の生涯』での言及が少なすぎ
るために、判断が難しい。
　ロマノ（Romano）は、『ある知者の生涯』
での独占の捉え方は、少なくとも、１８４１年に
は示されていたと見なしている。その根拠が、
１８４１年に、バベッジがシニア（Nassau Senior）
にあてた手紙の草稿の中にあるとしている５２。
その手紙の草稿の中で、バベッジは、こう述
べている。
「私の見解は、以下の通りである。つまり、
極めて絶対的な独占下において請求される
であろう価格は、もしも、その独占者（mo-
nopolist）が彼自身の利益を知っていれば、
彼が自由競争下において請求するであろう
価格と同じであろう。」
　しかし、この手紙の草稿でも、なぜ、独占
下における価格が、自由競争下における価格
と同じになるのかについての説明はない。
　ロマノがこの手紙の草稿の中で着目した箇
所は、むしろ、その後の文章であろう。
「私は、最初の問題について、すなわち、
その独占者が作りうる供給が限られていな
いときについて、あなたに手紙の文書を
送った。供給が限られているとき、同じ原
則が作用する。」
　ロマノは、この引用文から、バベッジは独
占を２分類していたと理解している。すなわ
ち、①一人の生産者が固定した供給量を持つ
場合と②一人の生産者が無限に供給量を増加
できる場合である。バベッジは、『機械と製
造業に関する経済』において、特許権や著作
権を持つ供給者を②の場合に属するものとし
て論じていた、とロマノは見ている。実際に、
バベッジは、『機械と製造業に関する経済』の
中で、こう述べている。
「どんな裁判であっても、イギリスの特許
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を擁護することは、とても難しい。した
がって、その擁護が成功した記録上の事例
数は、かなり少ない。この状況が、何人か
の製造業者たちに、独占価格が保証される
ような特権として、特許をもはや見なさな
いようにさせた。そのため、彼らは、その
特許商品を、ただ単に、資本の通常の利潤
を生むであろうような価格で売る。こうし
て、彼らは、自分たちだけで、その製作を
行う。というのも、いかなる競争者も、行
使されている特許を侵害することから、利
潤を得ることができないからである。」５３
　②の意味での独占であれば、他企業の新た
な参入を待たなくとも、独占企業だけの力で
供給量を増加することは可能である。『ある
知者の生涯』での独占者が、この弾力的な供
給が可能な一人の供給者であれば、上述の一
時的独占とは違った理由から、バベッジの独
占に対する考え方が変わったとは必ずしも言
えなくなる。ただ、ロマノのこの解釈も、『あ
る知者の生涯』での言及が少ないために、十
分に論証されているとは言いがたい５４。
　バベッジは、『ある知者の生涯』の中で、『機
械と製造業に関する経済』のイタリア語版で、
独占について１章を充てたと書いている５５。
このイタリア語版が見つかれば、独占に関す
るバベッジの解釈に、新たな展開が見られる
かもしれない。
むすび
　バベッジの価格理論をまとめると、以下の
ようになろう。一般的諸原理として、短期に
おける価格は需要と供給の関係で、長期にお
ける平均的な価格は平均的な需要と供給との
関係、または、市場に至るまでの労働の費用
によって決まる。商品の価格は長期の平均的
な価格から離れることがあるが、その場合に
は、平均的な価格に近づくように調整される。
しかし、価格決定に関する抽象的な理論的説
明は少なく、一般的諸原理を修正する要因の
分析が主要な分析対象となっている。修正要
因とは、短期の場合が検証の費用であって、
長期の場合は商品の耐久性である。商品の耐
久性は、平均的な価格に戻るまでの時間の長
さに関係するものであって、商品の費用の要
素ではない。一方、検証の費用は商品の費用
の一要素となっている。費用の要素について
は、他にも、原材料の費用、労働の価格など
多面的にとらえられており、費用の低下を論
じるに際しては、これら多くの費用の要素が
考慮されていた。費用の低下についても、抽
象的な理論としてではなく、どの費用要素が
減るのかを考慮しつつ分析されている。この
意味においても、バベッジの価格理論は、抽
象的な理論として展開されているのではなく、
どちらかと言えば、生産者が理解しやすい、
具体的・実際的な記述になっている。
　バベッジは、市場では激しい価格競争が行
われていると認識していたが、競争市場では
むろんのこと、独占市場においてもその認識
は貫かれていた。独占については、『ある知
者の生涯』との整合性の問題が残っているが、
『機械と製造業に関する経済』では、独占的地
位にあっても、高い利潤が他企業の参入を発
生させるために、独占は一時的なものである
と認識したようである。コスト上優位でない
企業は、費用の低下を模索するか、市場から
の撤退を余儀なくされる。また、大企業にお
いては、商品の価格低下を、革新を引き起こ
す契機として考えていた。他企業も絶えざる
革新を引き起こしている限り、独占的地位も
価格優位の状態も永続的に保障されているわ
C. バベッジにおける価格と市場
けではない。つまり、市場で生き残るために
は、コスト低下に向けた、絶えざる企業努力
が全ての企業に求められるのであり、その具
体的な方策を、バベッジは『機械と製造業に
関する経済』の中で提示していたと言えよう。
注
１　Villers, 1960, p.16. 科学的管理の立場からバ
ベッジを評価するものとしては、他に、see Ur-
wick and Brech, 1945, pp.20-27
２　バベッジに関する拙稿としては、村田、１９９６年、
１-２４頁：村田、１９９７年、１-２１頁、がある。
３　バベッジとテイラーの理論的継承性については、
一條、１９８９年、１４０-１４７頁 : Hoagland, 1954, pp.321-
332: Urwick and Brech, 1945, p.28、を参照。一條
とHoaglandは両者の理論的継承性を認め、Ur-
wick and Brechは認めていない。
４　Babbage, 1832, p.95
５　Babbage, 1832, p.95
６　『ある知者の生涯』においても、検証の費用は価
格の費用を構成する要素となること、また、商品
が違えば、検証の費用も異なること、を指摘して
いる。See, Babbage, 1864, p.328
７　See Babbage, 1851, p.78
８　Williamsonが、『市場と企業組織』の中で、取引
費用についての詳細な研究を行っている。取引費
用については、さらに、Coase, 1988, pp.114-117. 
訳１３１-１３５頁、を参照。
９　外国の市場や資源の調査の費用は、限られた資
金しか所有していない小規模の工場にとって、致
命的になる場合がある。また、工場内部の調査の
費用は、労使の協力により少なくなる。See Bab-
bage, 1832, p.157: pp.202-206
１０　See Babbage, 1851, p.41
１１　Witzelは、商標が品質を保証するという意味で、
バベッジはブランド・ロイヤリティーに関連する
問題を調べ始めていたと述べている。See Witzel, 
2003, p.22
１２　Babbage, 1851, p.78
１３　小麦粉の検証の費用が高かったために、製粉所
を作って、自らが小麦を挽いた方が安上がりと
なった事例をバベッジは取り上げている。See 
Babbage, 1832, pp.95-96
１４　Babbage, 1832, p.104
１５　Babbage, 1832, p.104. 商品の価格低下は、その
商品の耐久性を低下させる。とくに、その商品が
使用される場所での労働の価格が高い場合には、
修理して使い続けるよりも新しい商品を購入した
方が安くなりがちである。See Babbage, 1832, 
p.203
１６　Babbage, 1832, p.105
１７　Babbage, 1832, p.105
１８　See Babbage, 1832, pp.104-106
１９　Babbage, 1832, p.115
２０　Babbage, 1832, p.170
２１　新しい精巧な機械の製作費用を大雑把に見積も
れば、オリジナルの機械は、二台目の機械の５倍
の費用がかかる。しかし、二、三台の機械が製作
された後の費用は、オリジナルの費用の１/５を
大きく下回る。See Babbage, 1832, p.188. 複製に
ついては、see Babbage, 1832, pp.49-78
２２　Babbage, 1832, p.210
２３　See Babbage, 1832, p.224
２４　See Babbage, 1832, p.228: p.254
２５　See Babbage, 1851, p.55
２６　See Babbage, 1851, p.56
２７　その他にも、燃料、手数料、建物の賃料など多
くの費用が指摘されている。See Babbage, 1832, 
p.21: Babbage, 1851, pp.55-56
２８　Babbage, 1851, pp.25-26
２９　Babbage, 1832, p.163
３０　Babbage, 1832, p.163
３１　Babbage, 1832, p.163
３２　『機械と製造業に関する経済』の第２２章第２７１節
で、バベッジは、「少なくとも、一つの職業におい
て、大きな資本を使用することから生じてきた別
の注目すべき出来事は、かつては生産者と卸売商
（merchant）との間に存在していた中間商人たち
（middle-men）が、もはや存在しなくなるというこ
とである」（Babbage, 1832, p.155）と述べており、
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生産者の大規模化に伴い、中間商人はいなくなる
ととらえられている。
３３　See Babbage, 1832, p.164
３４　Babbage, 1832, p.164
３５　Babbage, 1832, p.169
３６　See Babbage, 1832, pp.257-258
３７　Babbage, 1832, p.101
３８　Babbage, 1832, p.101
３９　Babbage, 1832, p.101
４０　Babbage, 1832, p.102
４１　Babbage, 1851, p.28
４２　ただ、消滅しやすい（perishable）特性の商品
（たとえば氷）については、その商品の保有が一人
であろうと多くの人々であろうとも、「独占価格
（monopoly price）」に達することは、ほとんどない。
その場合には、「時間が競争の代わりとなる」とバ
ベッジは言っており、商品の特性から市場への供
給を止めれば商品そのものが無価値になってしま
うために、市場への供給を止めることができない。
したがって、この場合には、独占価格に達しない。
See Babbege, 1832, p.102
４３　Babbage, 1832, p.216
４４　第３版の序文で、バベッジは、本屋たちの団結
が本の価格を高く維持させていることを批判する
ときに独占（monopoly）という言葉を使っており、
供給者が複数である場合も独占に含めている。
See Babbage, 1832, p.xiii
４５　Babbage, 1864, p.331
４６　Babbage, 1832, p.101
４７　See Babbage, 1832, p.217
４８　See Babbage, 1832, p.227
４９　Babbage, 1851, p.26
５０　See Babbage, 1832, p.85: p.170: p.174
５１　Babbage, 1851, p.28
５２　ロマノによれば、この手紙の草稿は、大英博物
館のバベッジ書簡集の中にある。ただし、アベリ
ストウイス（Aberystwyth）にあるシニア書簡集の
中に、その手紙はない。本稿執筆者は、このシニ
アあての手紙を直接見ておらず、ロマノが独占に
関連する部分として引用している部分を参照した。
草稿のためか、不明の部分や消された部分などが
あるようで、ロマノは、それらの部分を〔　　〕
内に入れている。See Romano, 1982, pp.398-399
５３　Babbage, 1832, p.433
５４　ただし、ロマノのように、特許を弾力的な供給
の事例として見なしてよいのかについては、検討
の余地がある。バベッジは、素晴らしい発明や改
良に対しては、排他的な特権を一定期間与えるこ
とが必要だと考えていたからである。そうであれ
ば、特許は一時的な独占の部類に入ることになる。
See Babbage, 1832, p.86: pp.247-248
５５　See Babbage, 1864, p.331
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